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第
２１
回
　
え
ち
ご
せ
き
か
わ

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

八
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
「
第
二
十
一
回
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
関
川
村
が
熱
く
燃
え
た
三
日
間
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
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羽越水害殉難者供養祭

勇壮で迫力ある龍泉太鼓

喜っ喜大会では、予選を勝ち抜いた１６人が特設ステージへ。
地元関川村の須貝俊一さん（中束）が熱戦を制しました。

まつりのフィナーレには恒例の福まきが行われました。
その後、大蛇のお祓いが行われ、今年のまつりも締めく
くられました。

「えちご関川踊りた～い」の皆さんが、役場特設ステージ前でよさこ
いソーランを披露。国際ボランティア学生協会のチームも加わり、
華やかな踊りでまつりを盛り上げました。

忠
蔵
と
お
り
の

大
蛇
伝
説
発
祥
の
地
「
お
り
の
の
碑
」
の
前

で
、
ま
つ
り
の
安
全
を
祈
願
。
そ
の
後
、
ミ

ニ
大
蛇
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏の夜空を彩る花火大会
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
大
蛇
パ
レ
ー
ド
浄
財

二
十
万
七
千
九
百
二
十
二
円

○
花
火
大
会
・
大
盆
踊
り
へ
の
ご
寄
付
な
ど

＊
ま
つ
り
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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学生の皆さんが

今年もまつりを

盛り上げてくれました

国際ボランティア学生協会
（ＩＶＵＳＡ）

今
年
も
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
協
会
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
の
皆
さ

ん
が
、
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
の

応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
交
流
も
今
年
で
五
年
目
。
年
々

参
加
者
が
増
え
、
今
回
は
百
四
十

六
人
の
若
い
力
が
村
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ

り
の
手
伝
い
の
ほ
か
、
地
域
の
茶

の
間
で
の
交
流
や
高
齢
者
世
帯
、

福
祉
施
設
な
ど
の
手
伝
い
、
河
川

敷
公
園
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
美
化 大したもん蛇まつりの大蛇パレードでは担

ぎ手としても参加し、若いパワーを発揮。。

ま
つ
り
に

参
加
し
て

国際ボランティア学生協会（ＩＶＵＳＡ）
大したもん蛇まつりプロジェクトリーダー

原　田　浩　一さん
大したもん蛇まつりに参加させて

いただいて、大蛇は関川村そのもの
だと感じました。村民みんなで担ぐ
ことで、あんなに大きい大蛇を動か
すことができる。村もみんなで担ぐ
からこそ永遠に動かせる。そう思っ
たとき、大したもん蛇まつりの大切
さをあらためて感じました。

活
動
な
ど
を
行
い
、
関
川
村
に
活

気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
声
を
そ
ろ
え

て
「
ま
た
来
年
関
川
村
に
来
ま
す
」

と
、
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
１６
年
の
豪
雨
で
荒
れ
た
「
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
を
き
れ
い
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。

10月12日（日）は

ささささいいいいたたたたまままま市市市市ででででパパパパレレレレーーーードドドド蛇蛇蛇蛇
じ ゃ

担ぎ手のお申し込みはお早めに

十
月
十
二
日
、
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ

れ
る
「
咲
い
た
ま
つ
り
二
〇
〇
八
・
日
本

の
ま
つ
り
」
に
参
加
す
る
「
大
し
た
も
ん

蛇
パ
レ
ー
ド
」
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
て
い

ま
し
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
大
勢
の
皆
さ
ん

か
ら
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
担
ぎ
手
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
す
。

当
日
は
、
昨
年
さ
い
た
ま
市
へ
嫁
入
り

し
た
六
代
目
の
大
蛇
で
盛
大
に
パ
レ
ー
ド

を
行
い
、
関
川
村
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

＊
当
日
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
参

加
申
し
込
み
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
直
接
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。写真は、２００３年の「咲いたまつり」でのパレード

のようす。約３００人の村民の皆さんが、さいたまス
ーパーアリーナで迫力あるパレードを行いました。

【10月12日（日）の日程】

05：30 貸切バスで役場を出発

11：00 さいたまスーパーアリーナ到着（昼食）

12：45～　パレード（10分間）

16：45～17：15 イルミネーションパレード

19：00 貸切バスでさいたま市を出発（夕食）

24：00 関川村役場到着（解散）

孫の手ボランティアでは、高齢者世帯の畑のお手伝い。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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投票日　10月19日(日)
時　間　７時～18時

私たちの代表として、明日の県政をたくす人を選ぶ大切な選挙です

新潟県知事選挙
投票条件など（一覧表）

満20歳以上の方（昭和63年10月20日以前生まれ）ですが、最近、転入
や転出した方は、投票の方法が決まっていますのでご注意ください。

最近、転入や転出をした方の投票方法

▼平成20年７月１日以前に他市区町村から転入した方…引き続き３
か月以上村内に住所を有する方は村内で投票

▼平成20年７月２日以後に県内の他市区町村から転入した方…引き
続き村内に住所を有する方は前住所地で投票

※県内での住所移転１回に限ります。
※投票には住所証明書（県内の全市区町村で発行可能）が必要です。
▼平成20年７月２日以後に村から

県内の他市区町村へ転出した方…村内で投票
※県内での住所移転１回に限ります。
※投票には住所証明書（県内の全市区町村で発行可能）が必要です。

期間　10月３日(金)～10月18日(土)
時間　８時30分～20時まで
会場　役場３階大会議室
※入場券を忘れずにお持ちください（印鑑は不用）
※閉庁日や17時30分以降は通用口からお入りください
※エレベーターをお気軽にご利用ください

期間　10月３日(金)～10月18日(土)
※郵便等投票の交付請求期限は10月15日(水)

と　き　10月２日(木) ところ　選挙管理委員会事務局(総務課内)

と　き　10月19日(日)20時～　　ところ　役場３階大会議室
開票状況は広報無線でお知らせします

投票できる
方 の 条 件

期日前投票

不在者投票

名 簿 縦 覧

開 票 事 務

選挙の日程

告示日　10月２日(木)

投票日　10月19日(日)

投票できる方　20歳以上

右の一覧表を確認ください

期日前投票

投票日前でも本人が直接、投票箱

に投票できる制度です

平成19年の村議会議員選挙では、

約500人の方が期日前投票を行いま

した。

できる方 投票日に仕事や冠婚葬祭

の予定のある方、レジャーや買い

物で投票区外に出かける方

期間など 一覧表をご覧ください

不在者投票

できる方 入院中、施設入所中、遠

方で就労中などの理由で投票所へ

行けない方

期間など 一覧表をご覧ください

郵便でも可能

一定基準を満たしている方に限り

ますが、郵便での投票も可能です。

※一定基準…重度の身体障害者の方

や要介護の方など

※手続きには時間を要しますのでお

早めに申請ください

大
切
な
一
票
を
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

※無投票・補欠選挙・比例区を除く

村内の投票率一覧

問い合わせ先　　選挙管理委員会（総務課内） ６４－１４７６

今回の新潟県知事選挙から投票区・投票所が変更となります。

地域によっては、今までよりご不便をおかけしますが、ご理解

ご協力お願いします。

投票年月日 選　挙　名 投票率

2000 (平12) . 10 . 22 県知事選挙 76 . 9%

2001 (平13) . 07 . 29 参議院議員選挙 74 . 5%

2001 (平13) . 11 . 25 村長選挙 91 . 8%

2003 (平15) . 07 . 27 村議会議員選挙 85 . 1%

2003 (平15) . 11 . 09 衆議院議員選挙 75 . 6%

2004 (平16) . 07 . 11 参議院議員選挙 74 . 4%

2004 (平16) . 10 . 17 県知事選挙 69 . 6%

2005 (平17) . 09 . 11 衆議院議員選挙 78 . 8%

2007 (平19) . 07 . 29 参議院議員選挙 84 . 7%

2007 (平19) . 07 . 29 村議会議員選挙 85 . 3%

上野原／深沢／上野新／若山／上野／小和田／

中束／蕨野／上新保／蛇喰／南中／宮前／朴坂

松平／滝原／上野山／小見／小見前新田／

平内新／高田／桂／松ヶ丘

金丸／八ツ口

大内淵／片貝／聞出／沼

蔵田島／久保／鮖谷／金俣／大石／安角／

上川口

山本／幾地／鍬江沢／上土沢／下土沢／大

島

上関／下川口／荒川台／高瀬／沢／湯沢

下関／辰田新／打上／勝蔵／南赤谷／内須

川

田麦千刈

投票区

第１投票区

投　票　所 対　象　地　区

農村文化交流センター
の　～　む

村　民　会　館
（図書室側入り口）

土 沢 小 学 校

安 角 小 学 校

は な み の 里

金丸集落開発センター

川 北 小 学 校

女川地区ふるさと会館

田　麦　千　刈
生活改善センター

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

投票区・投票所が変更となります
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★保険料の納付時期について★

４月１日から長寿医療制度に加入されている方のうち、平成

20年３月末まで、会社の健康保険などの被用者保険や国民健康

保険組合に加入されていた方は、10月から保険料の納付方法が

原則年金からの納付に切り替わります。（下表参照）

保険料の納付時期は、これまで加入していた健康保険の種類

によって異なりますので、７月中旬に送付した「保険料額決定

通知書」をご確認ください。

平成20年度の保険料納付開始時期

※保険料額の変更や４月以降に75歳に到達した場合などは、上表のとおりにならない場合があります。

★納めた保険料は、社会保険料控除の対象となります★

納めた保険料は、所得税や住民税を申告する際に社会保険料控除の対象となります。社会保険料控除は、ご本人

が保険料を支払った場合や生計が同じ家族の保険料を支払った場合に適用されます。

長寿医療制度の保険料納付方法と社会保険料控除の適用関係は、下表のとおりとなります。

保険料の納付方法と社会保険料控除の関係

広報せきかわ　2008・10月号７

「「長長寿寿医医療療制制度度（（後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度））」」ののおお知知ららせせ
VVooll ..４４ 保保険険料料のの納納付付ににつついいてて

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に関する問い合わせ先　　健康福祉課福祉保険班　 ６４－１４７２

年金の受給者ご本人に適用されます

※お申し出により、口座振替に変更された
場合は、口座名義人の社会保険料控除と
なります。

実際に、保険料をご負担いただいた方に

適用されます

社会保険料控除が適用される方

年金からの納付

【特別徴収】

納付書・口座振替
による納付

【普通徴収】

保険料の納付方法

３月末までご加入の

健康保険の種類

徴収区分

（※）

年金からの

納付開始時期
保険料の納付方法

国民健康保険
特別徴収 ４ 月 ４月から年金からの納付

普通徴収 ７月から納付書または口座振替

国民健康保険組合
（建築国保、医師国保など）

特別徴収 10 月
７・８・９月は納付書または口座振替
10月以降は年金からの納付

普通徴収 ７月から納付書または口座振替

本　　人
特別徴収 10 月

７・８・９月は納付書または口座振替
10月以降は年金からの納付

普通徴収 ７月から納付書または口座振替

被扶養者
特別徴収 10 月 10月から年金からの納付

普通徴収 10月から納付書または口座振替

被
用
者
保
険
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「山菜料理もっと食べて」

安角集落女性有志

秋
の
収
穫
期
を
迎
え
、
村
内
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
稲
を
刈
る
コ
ン

バ
イ
ン
の
音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま

す
。
酒
米
の
五
百
万
石
や
早
稲
品

種
の
こ
し
い
ぶ
き
、
ゆ
き
の
精
な

ど
の
刈
り
取
り
が
九
月
中
旬
に
始

ま
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
は
下

旬
が
ピ
ー
ク
で
、
十
月
中
旬
ま
で

続
く
見
込
み
で
す
。

昨
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
関

川
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
品
質
は
一
等

米
比
率
で
九
三
・
二
％
と
県
平
均

の
八
二
％
を
大
き
く
上
回
り
、
収

量
も
十
ア
ー
ル
当
た
り
五
百
二
十

kg
と
豊
作
に
な
り
ま
し
た
。

北
陸
農
政
局
新
潟
農
政
事
務
所

の
農
林
水
産
統
計
に
よ
れ
ば
、
今

年
の
岩
船
地
域
の
作
柄
は
平
年
並

み
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

kg

400

500

600

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008年 

(注)１等米比率は、農協出荷分の数値 

収
　
穫
　
量 

１
等
米
比
率 

水稲の収穫量と１等米比率 

50

60

70

80

90

100
%

？ 

統
合
小
学
校

新
築
工
事
の

安
全
を
祈
願

九
月
十
一
日
、
統
合
小
学
校

「
関
川
小
学
校
」
の
新
築
工
事
の

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
村
や
教

育
委
員
会
、
議
会
、
工
事
関
係
者

な
ど
約
七
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

祈
願
祭
で
平
田
大
六
村
長
は

「
平
成
二
十
二
年
四
月
、
無
事
に

関
川
小
学
校
が
開
校
で
き
る
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

施
主
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

工
事
は
、
す
で
に
校
舎
の
一
部

や
青
年
会
館
、
公
民
館
関
分
館
、

村
民
プ
ー
ル
の
解
体
工
事
が
完
了
。

今
後
、
本
体
工
事
に
着
手
し
、
平

成
二
十
二
年
三
月
末
の
完
成
を
目

指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

10ａ当り平均収穫量

1等米比率

き
ま
す
。
体
に
も
と
っ
て
も
良
い

で
す
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
上
農
業
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
の
倉
島
さ
ん
は
「
集
落
の

女
性
が
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
山
菜
の
加

工
・
販
売
も
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

関
川
産
米

一
斉
に
稲
刈
り

耕
作
放
棄
地
を

利
用
し
た
山
菜
づ
く
り

安
角
集
落
で
は
平
成
十
九
年
度

か
ら
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
「
耕
作
放
棄
地
対
策
普
及
活

動
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

集
落
で
は
、
比
較
的
手
間
が
か

か
ら
ず
猿
害
対
策
に
も
な
る
山
菜

類
の
作
付
け
を
計
画
し
、
ワ
ラ
ビ

や
タ
ラ
ノ
メ
、
行
者
ニ
ン
ニ
ク
な

ど
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
作
っ
た
山
菜
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
食
べ

て
も
ら
う
た
め
に
山
菜
を
使
っ
た

料
理
レ
シ
ピ
を
開
発
し
よ
う
と
、

九
月
十
日
、
七
ケ
谷
地
区
ふ
る
さ

と
会
館
に
集
落
の
女
性
有
志
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
、
村
上
農
業
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
一
緒
に

山
菜
料
理
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
料
理
は
、
普
段
家

庭
で
食
べ
て
い
る
も
の
や
新
し
く

考
案
し
た
も
の
な
ど
計
十
五
品
。

そ
の
場
で
撮
影
し
た
料
理
の
写
真

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

有
志
の
女
性
の
方
は
「
山
菜
は

漬
け
物
や
煮
物
、
酢
の
物
な
ど

様
々
な
料
理
を
つ
く
る
こ
と
が
で
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消
防
団
員
と
家
族
、
地
域
活
動

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ

ジ
」
の
公
演
が
、
九
月
十
一
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
演
じ
た
の
は
、

お
な
じ
み
の
劇
団
ふ
る
さ
と
キ
ャ

ラ
バ
ン
（
東
京
都
）
の
皆
さ
ん
。

村
で
の
公
演
は
平
成
十
七
年
に
行

わ
れ
た
「
み
ち
ぶ
し
ん
」
以
来
、

三
年
ぶ
り
四
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

公
演
を
企
画
し
た
の
は
、
消
防

団
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
実
行
委
員
会

（
近
良
平
実
行
委
員
長
）
の
皆
さ

ん
。
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や
舞
台
の
設

営
撤
去
な
ど
、
村
と
大
勢
の
村
民

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
な
が
ら
公
演

を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

近
良
平
実
行
委
員
長
は
「
関
川

地震カミナリ火事オヤジ…

消防団の大切さを地域の人々に再認識してほしいと
2006年に幕を開けたミュージカルです。
約２年の公演ツアーを続け、これまで46都道府県で

300ステージを達成。約25万人の方が鑑賞し、各地から
「地域住民の消防団活動の理解促進と消防団への応援歌
にふさわしい」と評判を呼んでいる公演です。

な
つ
か
し
い
逸
品
が

ず

ら

り

酒
の
文
化
展
�

「
国
産
洋
酒
資
料
展
」

酒
の
文
化
展
の
第
四
弾
と
し
て
、

洋
酒
（
ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
な

ど
）
を
国
内
に
広
め
た
チ
ラ
シ
や

グ
ッ
ズ
な
ど
を
展
示
し
た
企
画
展

が
、
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち
の
館

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

展
示
品
は
、
す
べ
て
岡
村
博
さ

ん
（
村
上
市
）
が
長
年
に
わ
た
っ

て
集
め
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
こ
れ

ま
で
も
酒
器
や
ポ
ス
タ
ー
、
酒
票

ラ
ベ
ル
な
ど
全
国
各
地
の
珍
し
い

逸
品
が
企
画
展
と
し
て
展
示
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

九
月
十
二
日
に
は
、
岡
村

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
解
説

会
を
実
施
。
洋
酒
が
日
本
に

広
が
っ
た
歴
史
や
文
化
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
日
本
で
初
め

て
の
缶
ビ
ー
ル
や
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
の
宣
伝
用
ポ

ス
タ
ー
、
ほ
う
ろ
う
製
の
看

板
な
ど
約
五
百
点
を
展
示
。

企
画
展
は
、
十
一
月
三
日

ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
な

つ
か
し
い
逸
品
に
た
く
さ
ん

出
会
え
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「広報せきかわ」では、皆さんの畑で採れた“び

っくり野菜”をお待ちしています。どしどしお寄せ

ください。 総務課総務班　 ６４－１４７６

大沼好子さん（上土沢）の畑で採れたジャン
ボ・トマト。形もドーナッツのような円形で、
重さは１.２kgほど。
普通の大きさと比べると約３倍もある巨大な

トマトでした。

びっくり仰天!!
ドーナッツ型のトマト

消
防
団
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

消
防
団
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

消
防
団
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

消
防
団
の
大
切
さ
を
テ
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マ
に
ミ
ュ
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ジ
カ
ル

消
防
団
の
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切
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を
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マ
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ミ
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ジ
カ
ル

消
防
団
の
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切
さ
を
テ
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マ
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ミ
ュ
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ジ
カ
ル

消
防
団
の
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切
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を
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マ
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ミ
ュ
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ジ
カ
ル

消
防
団
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ル
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カ
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消
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ミ
ュ
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ジ
カ
ル

消
防
団
の
大
切
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ミ
ュ
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ジ
カ
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消
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ミ
ュ
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カ
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消
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団
の
大
切
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ミ
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カ
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消
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団
の
大
切
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ミ
ュ
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カ
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消
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団
の
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ミ
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消
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の
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の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

村
で
も
ぜ
ひ
公
演
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
勢
の
皆
さ

ん
か
ら
協
力
い
た
だ
き
、
今
回
実

現
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
村
民
会
館
ア
リ

ー
ナ
は
、
村
内
外
か
ら
訪
れ
た
観

客
約
七
百
人
で
満
員
。
訪
れ
た
皆

さ
ん
は
生
演
奏
に
合
わ
せ
た
迫
力

あ
る
演
劇
を
存
分
に
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。

劇
団
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
来
村

９月１２日の岡村さんによる解説会
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１０広報せきかわ　2008・10月号

平原　孝一（�・上土沢）

駒沢　智康（�・鍬江沢）

―勤続章―

須貝　　篤（�・南中）

渡邉　喜和（�・小和田）

船山　　勝（�・打上）

伊藤　啓助（�・松平）

三須　　真（�・下関）

船山　利勝（�・勝蔵）

和田　智浩（�・勝蔵）

加藤　和泰（�・内須川）

平田　　誠（�・平内新）

齋藤　英明（�・松平）

小澤　　仁（�・小見前新田）

鳥屋　　誠（�・宮前）

津野　春蔵（�・宮前）

平原　孝一（�・上土沢）

駒沢　智康（�・鍬江沢）

駒沢　浩幸（�・鍬江沢）

阿部　正幸（�・上関）

伊藤　寿和（�・久保）

《村消防団長表彰》

―勤労章―

平田　　真（�・下関）

三須良一郎（�・下関）

加藤　　龍（�・内須川）

中村　正男（�・上関）

渡邉　　健（�・上関）

渡辺　一洋（�・沢）

遠藤　信一（�・高瀬）

手塚　眞幸（�・上野新）

石谷　広之（�・小和田）

近　　寿樹（�・若山）

佐藤　史昭（�・上野）

新野太一郎（�・金丸）

八幡　　晃（�・八ツ口）

菅原　　健（�・片貝）

伊藤　大助（�・沼）

齋藤　英明（�・松平）

小澤　　仁（�・小見前新田）

伊藤　　徹（�・小和田）

鈴木　邦彦（�・南中）

平田　博明（�・下関）

小池　高広（�・下関）

米野　正樹（�・下関）

佐藤　輝夫（�・湯沢）

室本　智輝（�・高瀬）

津野　　勝（�・高瀬）

河内　勝栄（�・沢）

伊藤　俊孝（�・下川口）

須貝　洋一（�・高田）

平田　浩幸（�・小見）

大島　　朗（�・上野新）

安久　　茂（�・上野）

横山　哲之（�・若山）

児玉　　裕（�・深沢）

須貝　和弘（�・大島）

本間　和弘（�・大島）

伊藤　彰裕（�・沼）

志田　正義（�・大石）

―優良分団表彰―

郡市ポンプ操法競技会小型

ポンプの部で見事優勝し、

新潟県消防大会ポンプ操法

競技会に出場し、健闘した

功績

第６分団

（分団長・新野　清・片貝）

―勤続章―

（25年以上勤続）

船山　賢雄（�・沼）

須貝　克幸（�・高田）

須貝　　崇（�・上関）

平田　　実（�・小見）

渡邉　浩一（�・小和田）

小林　　誠（�・上野）

大島　祐治（�・上野新）

野本　　誠（�・大島）

市井　隆範（�・山本）

市井謙太郎（�・山本）

伊藤　和幸（�・聞出）

齋藤　智広（�・下関）

《県消防協会岩船地区支会長表彰》

―功績章―

大島　　聡（�・上野新）

駒沢　　功（�・鍬江沢）

高橋　治彦（�・金俣）

伊藤　　正（�・沼）

本間　隆幸（�・安角）

渡邉　　保（�・上関）

和田　　崇（�・勝蔵）

堀　　朋和（�・沢）

―23年以上勤続団員の家族―

新野　秋子（片貝）

伊藤由加里（南中）

《村長表彰》

―平成19年度退職者―

（10年以上勤続）

伊藤　洋一（副団長・上関）

新野　　一（�・下川口）

議 会 の

動 き

九
月
定
例
村
議
会

会
期
　
九
月
九
日
〜
九
月
十
九
日

報
　
　
　
　
告

■
平
成
十
九
年
度
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

＊
―
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化

法
の
施
行
に
伴
い
、
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

決
　
算
　
認
　
定

■
平
成
十
九
年
度
関
川
村
各
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

＊
―
平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計

と
九
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
報
告
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
決
算
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
せ
き

か
わ
十
一
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

議
　
　
　
　
案

■
岩
船
地
域
土
地
開
発
公
社
定
款

の
一
部
改
正

＊
―
村
上
市
・
関
川
村
・
粟
島
浦

村
で
組
織
し
て
い
る
公
社
に
つ
い

て
、
法
令
の
改
正
に
伴
い
定
款
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の
一

部
改
正

＊
―
公
益
法
人
制
度
の
改
正
に
関

連
し
て
地
方
自
治
法
の
改
正
が
あ

り
、
そ
れ
に
伴
い
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

＊
―
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化

法
に
規
定
す
る
健
全
化
判
断
比
率

に
つ
い
て
も
監
査
対
象
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

■
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
特
別
職
職
員
で
非
常
勤
の
者
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

＊
―
右
の
二
つ
は
、
い
ず
れ
も
地

方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

人
　
　
　
　
事

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
同
意

＊
―
山
口
順
子
さ
ん
（
辰
田
新
）

の
推
薦
（
再
委
嘱
）
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
の
同
意

＊
―
大
島
隆
一
さ
ん
（
上
野
新
）

↓

↑

○ ４ 

○ ４ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ３ 

○ ３ 

○ ４ 

○ ４ 

○ ４ 

○ ４ 

○ ５ 

○ ５ 

○ ６ 

○ ７ 

○ ６ 

○ ７ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ３ 

○ ５ 

○ ５ 

○ ４ 

○ ４ 

○ １ 

○ ３ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ ２ ○ １ 

○ ４ ○ ３ 

○ ４ ○ ３ 

○ ４ ○ ３ 

○ ４ ○ ４ 

○ ６ ○ ４ 

○ ６ ○ ５ 

○ ６ ○ ５ 

○ ６ ○ ５ 

○ ３ ○ ６ 

○ ３ 

○ ３ 

○ ３ 

○ ４ 

○ ４ 

○ ４ 

○ ５ 

○ ５ 

○ ５ 

○ ６ 

○ ６ 

○ ４ 

○ ５ 

○ ７ 

○ ６ 

○ ７ 

○ ２ 

○ １ 

○ ２ 

○ ２ 



広報せきかわ　2008・10月号１１

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

渡邊　与一（�・上関）

堀　　正利（�・湯沢）

長　　　誠（�・荒川台）

近　　和弘（�・若山）

佐藤　定義（�・蔵田島）

《県消防協会長表彰》

―精勤章（10年以上勤続）―

大島　　聡（�・上野新）

高橋　清彦（�・下関）

加藤　　龍（�・内須川）

渡辺　一洋（�・沢）

小田　康裕（�・下川口）

佐藤　信一（�・深沢）

伊藤　大助（�・沼）

野沢　尚史（�・下関）

平田　和幸（�・辰田新）

近　　雄二（�・上関）

米野　哲弘（�・上関）

西山　　誠（�・高瀬）

熊谷　吉則（�・高瀬）

渡邉　輝章（�・沢）

佐藤　貴雄（�・湯沢）

田村　清洋（�・平内新）

《日本消防協会長表彰》

―精績章―

佐藤　幸一（�・蔵田島）

―勤続章―

新野　君雄（�・金丸）

《県知事表彰》

―功績章―

平田　　毅（�・平内新）

近　　洋助（�・蕨野）

田村　　勉（�・大島）

《県消防協会長表彰》

―功績章―

船山　竹彦（�・打上）

渡辺　大輔（�・上関）

新野　　清（�・片貝）

五十嵐　忠（�・上川口）

《県知事と県消防協会長表彰》

―精勤章（20年以上勤続）―

高橋　　勝（�・大石）

大沼　浩之（�・上土沢）

本間　隆幸（�・安角）

平成20年度　秋秋秋秋季季季季消消消消防防防防演演演演習習習習・・・・定定定定例例例例表表表表彰彰彰彰式式式式

村の消防団員２６５人が一堂に会した秋季消防演習

と定例表彰式が、９月７日、ふれあいど～むで行わ

れました。

消防演習では、雨の影響で非常召集訓練、分列行

進が中止となりましたが、人員・姿勢・服装・機械

器具の点検を実施。

また、定例表彰式では、優良消防団員やその家族

など５４人に日本消防協会長や県知事、県消防協会

長などから、また、一定期間以上勤続した優良団員

６０人に村長や団長から、それぞれ表彰状が贈られ

ました。

優良消防団員表彰
○数字は分団名。

敬称略。

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ４ 

○ ７ 

○ ４ 

○ １ 

○ １ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ４ 

○ ６ 

○ １ 

○ １ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ３ 

○ ７ 

○ ６ 

○ ３ 

○ ４ 

○ ５ 

○ １ 

○ ２ 

○ ６ 

○ ７ 

○ ７ 

○ ５ 

○ ７ 

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
須
貝
誠
さ

ん
（
高
田
）
を
新
た
に
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同

意＊
―
佐
藤
貞
治
さ
ん
（
教
育
委
員

長
・
朴
坂
）
、
大
沼
喜
久
次
さ
ん

（
上
土
沢
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

渡
邉
伸
榮
さ
ん
（
上
関
）、
横
山
浩

さ
ん
（
上
新
保
）
を
新
た
に
教
育

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

発
　
　
委
　
　
案

■
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

＊
―
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

■
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

＊
―
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い

地
方
議
員
の
議
会
活
動
が
明
確
化

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
八

十
七
万
円
を
追
加
し
、
総
額
四
十

七
億
四
千
二
百
万
円
と
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
三
十

八
万
円
を
追
加
し
、
総
額
八
億
三

千
五
百
八
十
万
円
と
す
る
。

■
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
三

百
万
円
を
追
加
し
、
総
額
一
億
六

千
八
百
九
十
万
円
と
す
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
十
万

円
を
追
加
し
、
総
額
七
千
二
百
四

十
万
円
と
す
る
。

■
村
有
温
泉
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
三
万

五
千
円
を
追
加
し
、
総
額
五
百
五

十
三
万
五
千
円
と
す
る
。
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無
事
故
を
願
い

交
通
安
全
祈
願
祭

九
月
二
十
二
日
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
に
あ
わ
せ
、
交
通
安
全
協

会
関
川
支
部
主
催
の
「
安
全
祈
願

祭
」
が
打
上
の
交
通
安
全
地
蔵
尊

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
係
者
や
地
元
住
民

な
ど
約
八
十
人
が
出
席
。交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
交
通
事
故
の

な
い
村
に
と
誓
い
を
新
た
に
し
た

ほ
か
、
交
通
安
全
功
労
者
や
優
秀

運
転
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

＊
敬
称
略

■
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」

▽
平
野
三
千
子
（
上
関
）

■
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全

協
会
長
表
彰

▽
大
島
　
榮
助
（
上
野
新
）

■
村
上
警
察
署
長
・
村
上
地
区
交

通
安
全
協
会
長
表
彰

▽
八
幡
　
　
勉
（
八
ツ
口
）

■
村
上
警
察
署
長
・
村
上
地
区
交

通
安
全
協
会
長
表
彰
（
村
内
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
６
５
日
達
成
）

▽
交
通
安
全
協
会
関
川
支
部
（
３

年
連
続
）

優
秀
運
転
者
表
彰＊敬

称
略

■
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全

協
会
長
表
彰

―
40
年
無
事
故
無
違
反
―

▽
成
田
　
準
次
（
上
関
）

▽
加
藤
　
克
夫
（
鮖
谷
）

▽
横
山
　
新
一
（
安
角
）

▽
佐
藤
　
　
忠
（
下
関
）

▽
平
田
　
公
栄
（
小
見
）

―
30
年
無
事
故
無
違
反
―

▽
平
田
　
定
彦
（
平
内
新
）

▽
板
越
　
数
男
（
幾
地
）

▽
田
村
　
健
一
（
平
内
新
）

▽
高
橋
　
充
吉
（
鮖
谷
）

○ライト上向き走行の励行と夕暮れ時の早めのライト点灯

○道路横断時における左右の安全確認の徹底と反射材の活用

ライト上向き走行の励行

車のライトの照射距離は、下向きで40ｍ、上向きで100

ｍです。

乾いた路面を時速60kmで走行中、障害物を発見して停

車するまでの距離は約33ｍ（反応時間0.75秒と想定）。ラ

イト下向きで走行しているときに障害物を発見しても反応

が遅かったり、濡れた路面だったりすると間に合わない場

合があります。

ドライバーは対向車がない

時などは、ライト上向き走行

を実践し、歩行者や障害物の

早期発見に努めましょう。

10月１日(水)～11月30日(日)

高齢者交通事故防止運動
～ひろげよう 長寿社会へ 無事故の輪～

運動の重点

健健健健

康康康康

講講講講

座座座座

�５０

健
診
項
目
の
う
ち
、
今
年
か
ら

脂
質
に
関
す
る
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
と
い
わ
れ
て
い
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―

Ｃ
（
エ
イ
チ
デ
ィ
ー
エ
ル
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）
の
他
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
―

Ｃ
（
エ
ル
デ
ィ
ー
エ
ル
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。

Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
は
体
に
た
ま
っ
た

余
計
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓

に
運
び
、
体
か
ら
捨
て
る
役
割
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
が

多
い
と
動
脈
硬
化
に
な
り
に
く
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に

長
生
き
し
て
い
る
人
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

―
Ｃ
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
数
値
は
大
酒
飲

み
で
も
増
え
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ

を
体
に
貯
め
や
す
い
体
質
に
な
る

か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
本
来
あ
る

Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
を
変
化
さ
せ
る
酵
素

の
働
き
を
ア
ル
コ
ー
ル
が
弱
め
る

た
め
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
が
血
液
中
に

残
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。
し
か

し
、
最
近
の
調
査
結
果
で
は
、
お

酒
で
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
が
増
え
て
も
長

生
き
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
お
酒

以
外
の
方
法
な
ら
ば
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―

Ｃ
を
増
や
す
こ
と
は
健
康
に
い
い

と
考
え
ら
れ
、
高
脂
血
症
の
治
療

の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
今
年
か
ら
測
定
さ
れ
始
め

た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
い
わ
れ
、
肝
臓
で
作
ら

れ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
体
内
に

撒
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
全
身
の

血
管
に
撒
か
れ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
た
ま
る
と
動
脈
硬
化
が
お
こ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

―
Ｃ
を
減
ら
す
こ
と
も
治
療
の
一

環
で
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
は
、
決
し
て
悪
い

も
の
で
な
く
、
人
間
の
細
胞
の
骨

格
や
ホ
ル
モ
ン
の
一
部
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
材
料
に
作
ら
れ
て
い

て
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
が
多
少
余
計
に
体
内

に
あ
っ
て
も
悪
さ
は
し
ま
せ
ん
。

「
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
本
当
に
悪
玉
？

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
本
当
に
善
玉
？
」

県
立
坂
町
病
院
　
内
科
部
長

五
十
嵐

仁

↑

↓
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健健健健康康康康せせせせききききかかかかわわわわ22221111

いきいきライフいきいきライフ

し
か
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
が
傷
つ

く
と
動
脈
硬
化
の
材
料
に
な
り
、

体
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ

―
Ｃ
が
傷
つ
く
原
因
は
、
タ
バ
コ

や
高
血
糖
で
す
。
タ
バ
コ
は
体
を

酸
化
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
Ｌ
Ｄ

Ｌ
―
Ｃ
も
酸
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

血
糖
が
高
い
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
に
糖

が
付
き
糖
化
さ
れ
ま
す
。
酸
化
や

糖
化
さ
れ
た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
は
体
の

中
か
ら
消
え
に
く
い
ゴ
ミ
で
す
。

ゴ
ミ
は
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
い
う

細
胞
が
食
べ
て
く
れ
ま
す
が
、
傷

つ
い
た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
を
食
べ
る
と

消
化
不
良
を
お
こ
し
ま
す
。
結
果
、

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
中
に
多
く
の

傷
つ
い
た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
が
た
ま
り
、

膨
ら
ん
で
動
け
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
集
ま
っ
て
動
脈
硬
化
の

元
に
な
る
の
で
す
。

血
液
中
に
糖
分
は
必
要
な
た
め
、

糖
化
を
避
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
対
策
は
と
れ
ま
す
。
血
糖
値

が
高
い
人
は
、
正
常
化
さ
せ
る
よ

う
に
務
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
酸

化
は
タ
バ
コ
以
外
に
も
Ｌ
Ｄ
Ｌ
―

Ｃ
を
酸
化
さ
せ
る
物
質
は
た
く
さ

ん
あ
り
、
酸
化
を
完
全
に
止
め
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
、

タ
バ
コ
だ
け
で
も
止
め
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

�
六
二
―
三
一
一
一

この機会にたばこについて考えませんか？
講演では、禁煙外来の話もあります

「たばこの講演会」
日　時　　10月４日(土) 13時30分～15時30分

会　場　　村上市教育情報センター　視聴覚ホール

参加費　　無　料

その他　　参加申込は必要ありません

問い合わせ先

村上地域振興局健康福祉部　� 52－2881

に
チ
ャ
レ
ン
ジ

禁
煙

し
ま
し
ょ
う

約
二
百
種
類
も
の
有
害
物
質
を

含
む
タ
バ
コ
は
、
が
ん
や
呼
吸
器

疾
患
、
循
環
器
疾
患
等
を
引
き
起

こ
す
な
ど
「
タ
バ
コ
は
体
に
悪
い
」

と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ

と
思
い
ま
す
。

健
康
せ
き
か
わ
２１
（
関
川
村
健

康
づ
く
り
計
画
）
の
中
で
も

�
子
ど
も
た
ち
へ
の
禁
煙
教
育
を

す
す
め
る

�
禁
煙
・
分
煙
宣
言
施
設
を
増
や

し
て
い
く

こ
と
を
重
点
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
禁
煙
施
設
の
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
も
増
え
、
愛
煙
家
に
は

肩
身
の
狭
い
思
い
に
な
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
タ
バ
コ
を
吸
う
と
気
持
ち
が

落
ち
着
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
体

が
ニ
コ
チ
ン
依
存
に
な
っ
て
い
る

証
拠
で
す
。
皆
さ
ん
禁
煙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

★タバコを吸うと落ち着く理由と禁煙方法★

禁煙方法のいろいろ
禁煙のコツを知る

行動パターンの変更

（コーヒー・アルコールを控える、朝起きて

すぐに歯を磨くなど）

環境改善

（喫煙具の処分、パチンコなど、タバコを吸

いたくなる場所に行かない）

代償行動法

（冷たい水を飲む、運動、何かに熱中する）

禁煙の薬

「貼る」…ニコチンパッチ

「噛む」…ニコチンガム

「飲む」…内服薬（禁煙外来で処方）

禁煙外来

健康保険適用で受けられる禁煙治療

《村上・岩船管内禁煙治療実施医療機関》

・さくら内科クリニック（保険適用○）

・羽鳥医院（保険適用○）

・荒川中央クリニック（保険適用○）

・村上記念病院（保険適用×）

処方箋がなくても
薬局で購入可〕

身体的依存

■ ニコチンが脳の中枢に働いて

1.  気持ちが良い

2.  頭がすっきりする

3.  注意力が鋭くなる

4.  リラックスできる

■ ニコチンが体内から消失すると

易刺激性

集中困難

イライラ

タバコへの渇望

禁　煙

禁煙指導と本人の意志ニコチン代替療法

心理的依存

1.  食後の一服

2.  目覚めの一服

3.  会議中の喫煙

4.  飲酒中の喫煙

5.  仕事中の喫煙

6.  コーヒーと喫煙

○ １ ○ ２ 

○ １ 

○ ２ 

○ ３ 



□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

１４広報せきかわ　2008・10月号

学 習

い
き

い
き
学習 のびのびス

ポ

ー
ツ

せきかわ 

情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

T E L  6 4 － 2 1 3 4

生 涯

村民会館図書室

図書室ファンの皆さん、お待たせしました！図書室に新しい本がたくさん入りました！読書旬間が始ま

る学校もあるようですね。家族みんなで読書する時間を設けてみてはいかがですか？

図 書 室 の 窓 か ら図 書 室 の 窓 か ら

「プラチナタウン」
楡　周平 著／913ニ

平成の大合併からも爪弾き！財政破綻寸

前の田舎町に大手総合商社の部長がひょん

なことから町長としてやってきた！コンセ

プトは「老人による財政再建」。はたして!?

「100かいだてのいえ」
いわいとしお 作　Eイ

100階建ての家の最上階に住む誰かから、

「遊びにきてね」と手紙をもらったトチ君。

いろいろな動物たちが住む家で、トチ君は

無事100階へたどりつけるのでしょうか？

この本よんで!! 今月の１冊

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

女川～川北～沢　方面 … 11(土)、26(日)

大島～大石～片貝方面 … ５(日)、18(土)

今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は午後１時～５時30分まで、土・日は午前９時～午後５時まで開館しています。

ブルーベリーの皆さんが贈る、ステキなおはなし

の世界…。ろうそくを使っての演出が幻想的です。

家族みんなでの参加も大歓迎！無料です！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！1818日日((土土

))はは

参加してくれた子どもたちにはかわいいシールをプレゼント！

村
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
を
目

的
に
平
成
十
八
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
「
健
康
登
山
」
―
―
。

今
回
は
、
三
年
間
の
集
大
成
と

し
て
八
月
二
・
三
日
と
九
月
六
・

七
日
の
二
回
、
関
川
村
の
最
高

峰
・
杁
差
岳
（
一
六
三
六
・
四
�
）

へ
の
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
泊
二
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た

こ
の
登
山
に
は
、
三
十
五
人
が
参

加
。
登
山
ル
ー
ト
は
、
胎
内
ヒ
ュ

ッ
テ
か
ら
バ
ス
で
向
か
っ
た
足
の

３年間の集大成
杁差岳の登頂達成

～ 健 康 登 山 ～

８月２～３日　山頂にて

松
尾
根
か
ら
入
山
す
る
コ
ー
ス
で
、

片
道
約
九
時
間
の
行
程
で
山
頂
の

杁
差
避
難
小
屋
に
到
着
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
杁
差
岳
の

登
山
が
初
め
て
の
方
も
大
勢
い
ま

し
た
が
、
三
年
間
足
を
鍛
え
て
き

た
成
果
も
あ
り
無
事
に
登
頂
を
達

成
。
山
頂
に
到
着
す
る
と
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
「
生
き
て
い
て
良
か

っ
た
」
と
口
ず
さ
む
ほ
ど
の
、
素

晴
ら
し
い
絶
景
に
目
を
奪
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

健
康
登
山
は
、
十
月
に
櫛
形
連

峰
縦
走
、
十
一
月
は
朴
坂
山
の
登

山
を
計
画
し
て
い
て
、
納
会
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

９月６～７日　杁差避難小屋前にて
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８月２４日に上越市で開催された第３９回ジュ
ニアオリンピック陸上競技大会新潟県予選会の
ジャベリックスロー競技で優勝し、１０月２４日
から日産スタジアム（横浜）で開催される全国大
会へ出場する近美咲さんにお話を聞きました。

―優勝おめでとうございます。大会を振り返っ
てみてどうですか？
昨年も出場しましたが、すごく緊張しました。

今年は雨がすごく、アップの時に良い記録は出
ないと思いましたが、本番では４０．６７ｍという
自己ベスト記録が出ました。１年間練習した甲
斐があり、とてもうれしかったです。
―ジャベリックスローの魅力は？また、全国大
会での目標は？
きれいな放物線を描いて空高く回転して飛ん

でいくところが魅力です。助走や風向きなどで
遠くへ飛ぶのが決まるので難しいですが、思っ
たとおりに飛ぶとうれしいです。全国大会では
全力を出し切り、４０ｍ以上投げるのが目標です。
―それでは将来の夢は？
職場体験で消防署に行き、心肺蘇生やＡＥＤ

の使い方など人命救助について学びました。そ
の体験が印象深く、どんな時でも人を救うこと
ができる救急救命士になりたいと思っています。

＊ジャベリックスローとは…
ジャベリックスローは、やり投げの小・中学生版種

目。近年、ジュニアオリンピック等の正式種目として
実施されています。ルールはやり投げとほとんど同じ
で、やりの代わりにターポジャブと呼ばれる長さ約
７０cm、重さ約３００ｇ、ポリエチレン製素材の柔らか
い用具を使用します。

近

美

咲

み

さ

き

さ
ん

近

美

咲
さ
ん

（
関
川
中
学
校
３
年
・
辰
田
新
）

多
色
刷
版
画

に
挑
戦

〜
川
北
小
学
校
〜

版
画
の
楽
し
さ
や
作
品
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
体
験
し
よ
う
と
、
川

北
小
学
校
高
学
年
の
児
童
が
多
色

刷
版
画
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

講
師
に
本
間
信
昭
さ
ん
（
阿
賀

町
ふ
る
さ
と
学
習
館
館
長
）
を
招

き
、
六
月
か
ら
制
作
を
開
始
。
九

月
三
日
、
色
が
つ
い
た
珍
し
い
版

画
が
刷
り
上
が
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
驚
き
と
感
動
の
表
情
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

版
画
初
挑
戦
の
平
田
祐
也
さ
ん

（
四
年
・
小
見
）
は
「
最
初
は
上

手
に
出
来
る
か
心
配
で
し
た
。
と

て
も
き
れ
い
に
出
来
て
良
か
っ
た

で
す
」
と
、
満
足
気
で
し
た
。

北京オリンピックに

負けずおとらずのハッスルプレー

～高齢者体育レクリエーション大会～

九
月
六
日
、
村
と
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
吉
田
明
雄
会
長
）
主
催

の
「
第
三
十
四
回
高
齢
者
体
育
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
村
民

会
館
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
十
五
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
か
ら
三
百
三
十
人
が
参
加
。

全
五
種
目
を
各
ク
ラ
ブ
対
抗
で
競

い
な
が
ら
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

競
技
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
豆
つ
ま

み
リ
レ
ー
や
じ
ゃ
ん
け
ん
リ
レ
ー
、

関
川
村
も
の
し
り
○
×
ク
イ
ズ
な

ど
の
人
気
種
目
の
ほ
か
新
た
に
ア

ン
パ
ン
レ
ー
ス
も
行
わ
れ
、
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ
ー
の
連
続
に
会
場
は
笑

い
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
昼
食
後
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
横
山
喜
美
子
さ
ん

（
村
上
市
塩
谷
）
を
招
い
て
、
和

楽
器
・
琴
の
演
奏
を
堪
能
。
素
晴

ら
し
い
琴
の
音
色
と
歌
声
が
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

▽
優
　
勝
　
四
ケ
字
南
部
老
人
ク

ラ
ブ

▽
準
優
勝
　
平
内
新
長
寿
会

▽
第
３
位
　
安
角
鮖
谷
老
人
ク
ラ

ブ

▽
第
４
位
　
大
島
高
砂
会

▽
第
５
位
　
蛇
喰
・
上
新
保
老
人

ク
ラ
ブ

▽
第
６
位
　
土
沢
長
生
ク
ラ
ブ
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中
学
生
が
日
頃
考
え
て
い
る
意
見
や
主
張
、
社
会
、

学
校
、
地
域
、
家
族
の
こ
と
な
ど
を
発
表
す
る
「
関

川
中
学
校
わ
た
し
の
主
張
大
会
」
が
八
月
二
十
五
日
、

村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

各
学
年
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
五
人
が
、
六
分
以
内

と
い
う
規
定
の
な
か
、
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
心
を
こ

め
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
郡
市
大
会
（
県
村
上
健
康
福
祉
事

務
所
主
催
）
出
場
者
に
船
山
稚
葉
さ
ん
を
選
出
。
船

山
さ
ん
は
、
九
月
四
日
に
行
わ
れ
た
郡
市
大
会
で
発

表
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

＊
発
表
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。
「
　
」
内
は
原
文

の
一
部
で
す
。
順
不
同
。

船 山 稚 葉
わ か ば

さん
（３年・打上）

両
手
か
ら
伝
わ
る

「
家
族
」
の
存
在

「
五
年
前
、
私
は
百
四
十
万
人
に

一
人
と
い
う
確
率
で
発
症
す
る
足

の
病
気
を
患
い
ま
し
た
。
一
か
月

半
に
及
ぶ
入
院
生
活
の
中
で
私
は

何
度
も
家
族
に
心
配
を
か
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
以
上
に
悩
み
、

真
正
面
か
ら
病
気
を
、
私
を
理
解

し
て
く
れ
た
父
と
母
、
家
族
に
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
の
日
本
で
は
家
族
が
家
族
を

殺
害
す
る
出
来
事
も
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

生
き
る
た
め
に
は
家
族
と
い
う

存
在
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
し

て
家
族
が
生
み
、
育
て
て
く
れ
た

自
分
の
命
は
も
っ
と
大
切
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

数
年
前
の
経
験
か
ら
、
人
を
助

け
る
仕
事
に
就
き
、
患
者
さ
ん
に

勇
気
や
希
望
を
与
え
た
い
と
、
心

か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。」

渡辺菜々子
な な こ

さん
（１年・下関）

い
つ
も
あ
り
が
と
う

「
私
は
、
家
族
と
い
う
存
在
は
生

き
て
い
く
の
に
は
必
ず
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
家
族
の
存
在
、
そ
れ

は
何
よ
り
も
大
き
な
も
の
で
す
。

支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
人

は
生
き
て
い
き
ま
す
。

そ
の
家
族
か
ら
も
ら
っ
た
命
は

決
し
て
無
駄
に
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
自
分
の
命
も
大
切
な
ら
、
人

の
命
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に

も
命
は
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。」

心のこもった 2008 関川中「わたしの主張」大会主張に大きな拍手

大 沼 彩 花
あ や か

さん
（２年・上土沢）

伝
え
た
い

感
謝
の
こ
と
ば

「
私
は
昨
年
自
分
に
お
き
た
事
故

か
ら
、
私
一
人
に
た
く
さ
ん
の
人

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
祖
母
と
曾
祖
母
の
話
か
ら
、

感
謝
を
す
る
と
い
う
こ
と
の
大
き

さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

二
つ
か
ら
感
謝
を
伝
え
る
と
い
う

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ら
れ
る
一
番
身
近
な
言

葉
が
「
あ
り
が
と
う
」
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。」

高 井 凌
りょう

さん
（２年・下関）

今
考
え
て
い
る
こ
と

「
中
学
校
生
活
は
、
僕
の
想
像
を

上
回
る
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り

ま
す
。
定
期
テ
ス
ト
、
運
動
会
な

ど
…
。

二
年
生
に
な
っ
て
学
校
生
活
に

慣
れ
て
く
る
と
、
自
分
の
理
想
と
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随
想
リ
レ
ー
55

先生から
先生に

私
は
小
さ
い
と
き
か
ら
麺
類
が
大
好
物
で
し

た
。
小
学
生
・
中
学
生
時
代
は
家
族
で
外
食
し

て
注
文
す
る
の
は
い
つ
も
中
華
そ
ば
で
し
た
。

中
華
そ
ば
が
最
大
の
ご
ち
そ
う
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
親
父
の
影
響
を
受
け
た

の
か
、
和
そ
ば
屋
さ
ん
で
食
べ
る
「
へ
ぎ
そ
ば
」

（
ざ
る
そ
ば
）
が
好
物
で
し
た
。
今
で
も
毎
日

一
食
は
麺
類
を
食
べ
た
い
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

そ
ん
な
私
が
、
今
年
、
生
ま
れ
て
初
め
て
そ

ば
打
ち
体
験
を
し
ま
し
た
。
い
つ
か
自
分
で
打

っ
た
そ
ば
を
食
べ
て
み
た
い
と
い
う
願
い
を
持

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
指
導
者
の
解
説
、
模
範

演
技
に
は
全
神
経
を
集
中
し
て
実
技
に
望
み
ま

し
た
。
そ
ば
粉
と
小
麦
粉
を
混
ぜ
、
水
を
三
回

に
分
け
て
入
れ
て
混
ぜ
る
。
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

だ
と
ば
か
り
に
ひ
た
す
ら
こ
ね
る
・
こ
ね
る
。

の
ば
し
棒
を
使
っ
て
の
ば
し
、
か
な
り
薄
く
な

っ
た
と
こ
ろ
で
た
た
ん
で
包
丁
で
切
る
。
こ
の
、

切
る
作
業
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
太
さ
も

ま
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
点

で
今
回
の
そ
ば
打
ち
体
験
の
結
果
が
見
え
た
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

ゆ
で
あ
が
っ
た
そ
ば
を
一
口
食
べ
る
。
「
な

ん
だ
こ
の
そ
ば
は
！
味
は
最
高
な
の
に
ま
ず

い
！
」
う
ど
ん
の
よ
う
な
太
さ
の
そ
ば
、
し
か

も
固
す
ぎ
る
。
こ
ね
る
の
に
時
間
を
か
け
す
ぎ

水
分
が
と
ん
で
固
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
と
、

細
く
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
原
因
で

し
た
。
次
回
こ
そ
は
と
再
挑
戦
の
決
意
を
新
た

に
し
た
次
第
で
し
た
。

11月１日号は、本間みつ子校長（安角小学校）に

バトンタッチ！

嶋 貫 研 一先生
（関川中学校 校長）

す
る
学
校
生
活
も
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
が
望
む
学
校
生
活
を
か
な

え
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
目
標
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
頑

張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。」米 野 将 矢

し ょ う や

さん
（３年・小見）

打
ち
込
む
も
の
を

見
つ
け
て

「
秋
の
新
人
戦
で
私
た
ち
関
川
中

野
球
部
は
、
郡
市
大
会
一
回
戦
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
敗
退
の

原
因
は
、
相
手
を
軽
く
見
て
戦
っ

た
こ
と
で
す
。

夏
の
郡
市
大
会
で
、
あ
の
敗
戦

か
ら
生
ま
れ
変
わ
っ
た
私
た
ち
は

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
球
を
し
た
こ
と
で
、
私
の
心

は
大
き
く
成
長
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
さ
ら
に
心
と
体
を
鍛
え

た
い
で
す
。」

�
全
校
生
徒
も
一
人
ひ
と
り
の
主

張
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
要
点

や
感
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。

大
会
結
果

＊
敬
称
略

第
11
回
　
Ｂ
Ｓ
Ｎ
杯

少
年
柔
道
選
手
権
大
会

下

越

地

区

予

選

会

▽
５
年
生
男
子
37
kg
以
下
級

第
２
位
　
佐
藤
　
亨
憲
（
下
関
）

▽
５
年
生
男
子
45
kg
以
下
級

第
３
位
　
加
藤
　
一
樹
（
下
関
）

＊
い
ず
れ
も
県
大
会
出
場

第
16
回
　
下
越
地
区

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

柔
　
道
　
大
　
会

■
期
日

９
月
１５
日

■
会
場

聖
籠
町
町
民
会
館

■
成
績

▽
個
人
５
・
６
年
生
男
子
の
部

第
２
位
　
加
藤
　
裕
一
（
鮖
谷
）

第
３
位
　
阿
部
　
岳
晃
（
金
丸
）

■
期
日

８
月
３０
日

■
会
場

新
潟
市
新
津
武
道
場

■
成
績

▽
４
年
生
女
子
無
差
別
級

第
２
位
　
小
池
　
陽
菜
（
下
関
）
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１８広報せきかわ　2008・10月号

� 生しいたけの石づきを取ってコショウをふり、下味を付

ける。

� ベーコンは生しいたけの大きさに合わせて切る。�の生

しいたけの傘からヒダにかけて巻き、楊枝でとめる。

� 熱したフライパンにサラダ油を敷き、�の表と裏を軽く

炒め、赤ワインをふりかける。水気が無くなったら火を

止める。

� アスパラガスは５センチ大に切り、沸騰したお湯に塩を

少々入れて太い部分から順に茹でる。火が通ったら冷水

につけて冷やし、ザルにとって水気を切る。

� 楊枝を取り除いた�に�を添えて盛り付ける。

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。

せ き か わ 文 芸

しいたけとベーコンは、味の取り合わせが良

く、栄養的にも補い合います。簡単に出来るの

で、朝食やお弁当にもいいですよ。

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード ５５

生しいたけのベーコン巻き

作り方

材 料 （4人分）

・生しいたけ 200ｇ

・ベーコン 12枚

・アスパラガス ２束

・コショウ 少々

蝉
時
雨
繁
れ
る
枝
に
白
き
手
の
素
早
く
延
び
て
猫
蝉

を
取
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
啓
子

川
辺
り
に
子
等
を
遊
ば
せ
涼
を
と
り
若
き
夫
婦
の
す

ず
や
か
な
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝

日
帰
り
の
旅
に
て
あ
れ
ど
天
童
の
紅
花
入
り
の
湯
に

浸
り
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

夕
つ
方
鋭
き
声
の
鴉
二
羽
飛
び
去
り
し
後
の
一
枚
の

羽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

・赤ワイン（酒） 適量

・サラダ油 適量

・塩 少々

・
・
・
・
・
・
・
・

《今月のご紹介》

関川村食生活改善推進員の皆さん

（ ）

〔 〕

年
一
度
大
し
た
も
ん
蛇
行
列
を
眼
を
か
が
し
つ

つ
ぢ
っ
と
見
つ
む
る

赤
あ
か
の
柿
を
見
上
げ
て
涙
ぐ
む
母
と
食
べ
た
　
　
高
橋
　
イ
ツ

る
昔
懐
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
）

○ １ 

○ ２ ○ １ 

○ ２ ○ ３ 

○ ４ 

○ ５ ○ ３ ○ ４ 

短
　
　
歌

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品
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執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

近 　 三 男 太
み お た

老
残

ロ
ウ
ザ
ン

の
身
に
短
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

歩ホ

を
ゆ
る
め
短
か
人
生
噛か

み
締シ

め
る
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

知
く
て
余
韻

ヨ

イ
ン

が
残
る
子
の
電
話
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

何
事
も
伏
せ
て
い
る
の
が
良
い
の
か
な
　
　
　
　
　
高
橋
　
イ
ツ

追
伸
に
短
い
母
の
本
音
見
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
千
恵

過
疎

カ

ソ

の
村
若
人
交マ

じ
る
墓
参
り
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
イ
ミ

お
盆
過
ぎ
は
や
秋
の
色
身
に
寄
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

燕
帰
る
別
れ
の
音
符
電
線
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

朝
露
に
ぬ
れ
し
線
香
花
火
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
米
野
　
セ
ツ

で
で
虫
の
物
に
当
た
り
て
角
を
振
り
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

淋
し
さ
や
二
年
続
き
の
雨
祭
り
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

原
爆
忌
推
敲
を
止
め
黙
祷
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

老
眼
で
辞
書
引
き
し
ば
し
月
憩
う
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

関

川

俳

句

の

会

作

品

日
中
戦
争
に
お
け
る
兵
站

へ
い
た
ん

輜
重

し
ち
ょ
う

中
隊
の
行
動
実
録
「
駄
馬
補
給
二

萬
粁き

ろ

」
を
著
し
た
近
三
男
太
は
明

治
三
十
六
年
十
二
月
七
日
関
川
村

宮
前
に
近
林
蔵
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。

新
潟
商
業
学
校
を
大
正
十
二
年

三
月
二
十
日
卒
業
。
在
学
中
柔
道

部
に
所
属
し
各
大
会
に
参
加
、
各

地
に
遠
征
し
た
。
県
下
中
等
学
校

武
道
大
会
で
は
副
将
を
つ
と
め
活

躍
し
た
。

当
時
陸
軍
予
備
幹
部
の
補
充
制

度
と
し
て
中
学
校
卒
業
以
上
の
者

に
対
し
て
一
年
間
陸
軍
現
役
に
服

す
る
一
年
志
願
制
度
が
あ
っ
た
。

近
三
男
太
は
大
正
十
三
年
十
一

月
三
十
一
日
一
年
志
願
兵
と
し
て

仙
台
に
入
隊
。
陸
軍
輜
重
軍
曹
に

任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
短
期
の
教

育
召
集
に
よ
り
昭
和
二
年
三
月
三

十
一
日
陸
軍
輜
重
兵
小
尉
に
任
ぜ

ら
れ
た
。

そ
し
て
昭
和
六
年
よ
り
昭
和
十

二
年
日
中
戦
争
に
出
征
す
る
ま
で

在
郷
軍
人
女
川
村
分
会
長
を
つ
と

め
た
。

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
廬
溝
橋

事
件
を
契
機
と
す
る
日
中
戦
争
が

始
ま
り
近
三
男
太
は
七
月
十
五
日

召
集
。
第
二
師
団
第
三
兵
輜
重
中

隊
に
編
入
。
こ
の
部
隊
は
軍
需
品

の
輸
送
を
本
務
と
す
る
駄
馬
編
成

の
部
隊
で
あ
る
。

最
初
戦
地
で
は
大
童
中
尉
中
隊

長
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
が
昭
和
十

三
年
九
月
大
童
中
隊
長
が
コ
レ
ラ

を
発
病
し
死
亡
。
そ
の
後
は
既
に

中
尉
に
昇
進
し
て
い
た
近
三
男
太

が
中
隊
長
に
就
任
。
第
三
兵
站
輜

重
中
隊
の
指
揮
を
と
っ
た
。
広
大

な
中
国
戦
線
を
各
地
に
転
戦
し
活

動
し
た
。
予
南
作
戦
を
最
後
に
昭

和
十
六
年
召
集
解
除
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
昭
和
五
十
年
十
一
月
三
十
日
、

日
中
戦
争
で
自
ら
記
録
し
た
陣
中

日
誌
、
戦
闘
詳
報
を
も
と
に
「
駄

馬
補
給
二
萬
粁
」
（
九
五
八
頁
）

を
発
刊
し
た
。
こ
の
著
書
は
興
味

本
位
に
書
か
れ
た
も
の
で
な
く
、

中
隊
の
行
動
記
録
で
あ
り
、
戦
場

の
実
相
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

尚
、
近
三
男
太
は
昭
和
十
九
年

再
召
集
さ
れ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
終
戦

と
な
り
同
二
十
一
年
に
帰
還
し
た
。

戦
後
は
近
林
商
店
の
経
営
に
取

り
組
み
、
特
に
薪
炭
の
販
売
に
力

を
入
れ
た
。
関
川
村
だ
け
で
な
く

山
形
県
小
国
町
方
面
か
ら
も
大
量

に
買
付
け
各
地
に
販
売
し
た
。
新

潟
市
で
は
新
潟
大
学
、
新
潟
交
通
、

専
売
局
、
斎
藤
家
な
ど
が
大
得
意

先
で
あ
っ
た
。
地
域
の
薪
炭
業
の

振
興
に
尽
く
し
た
功
績
は
誠
に
大

き
い
。

昭
和
三
十
八
年
に
関
川
村
村
議

会
議
員
に
当
選
、
二
期
八
年
に
亘

っ
て
村
勢
の
発
展
に
尽
く
し
た
。

将
棋
を
趣
味
と
し
て
晩
年
は
友

人
と
将
棋
を
指
す
の
を
何
よ
り
の

楽
し
み
と
し
て
い
た
。
昭
和
四
十

三
年
、
日
本
将
棋
連
盟
か
ら
初
段

を
免
許
さ
れ
た
。
昭
和
十
五
年
四

月
二
十
九
日
正
七
位
勲
五
等
双
光

旭
日
章
に
叙
せ
ら
れ
功
五
級
金
鵄

勲
章
を
受
章
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
十
月
七
日
、
七

十
二
歳
で
没
し
た
。

・
近
家
の
系
図

先
祖

十
代

甚
兵
衛
…
甚
九
郎
―
林
蔵
―
三
男
太
―
庄
平

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
短
い
」・「
伏
せ
る
」・「
雑
詠
」
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ナナカマド

もうすぐ紅葉の季節が到来しますが、その中
の代表格でひときわ目立つ燃え上がる炎のよう
な赤い実をつけるのがナナカマドです。名前の
由来は、“大変燃えにくく七回竈（かまど）に
入れても燃えない”という説が広く流布してい
るほど頑丈な木です。北欧諸国ではこの木で十
字架を作り魔除けとして尊崇されています。こ
れほど目立つ紅い実ですが、鳥たちの嗜好には
合わないようで、秋に食べ残され冬景色になっ
ても赤々とした姿が見られます。辺
り一面銀世界の中にぱっと浮かぶ紅
の灯は幻想的な風景ですね。
栽培方法 バラ科で、本州亜高山帯
から北海道にかけて分布し、特に北
海道は市町村の木に指定している自
治体も多く、村内の山地でも普通に
見られるので栽培は地植えで容易に
育ちます。花は７～８月頃に白色小
型で枝の端に多数集まって咲きます
が、紅い実に比べて地味な花に写り
ます。鳥の嗜好には合わないようで
すが、秋の実でナナカマド酒を作る
と結構美味なので、酒好きの方は一
度作ってみたらいかがでしょうか。
◆六聖園（富樫幸子・上関）

▲富嶽（ふがく）
雪割草新潟大会の県知事賞を受賞した
銘花です。
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年長の寿仁は元気いっぱい保育園に通っています。いつもお兄ちゃ

んのマネばかりする賢人。ケンカが絶えません。春菜はハイハイを頑

張っている最中。

いつまでも３人仲良く元気な子でいてネ！

●８月16日～９月15日までの届出●

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

平成20年８月末現在　（ ）は前月対比

人 の 動 き

世 帯 数　　2,066世帯（－１）
総 人 口　　6,913 人 （－15）
男 3,325 人 （－12）
女 3,588 人 （－３）

転入 3 人　　転出 8 人
出生 2 人　　死亡 12人（ ）

ごめい福をお祈りいたします

近　　五郎　さん ７８歳 若　山

鈴木　壽美　さん ８７歳 下　関

平田　カズ　さん ８０歳 小　見

平野　ハル　さん ９８歳 上　関

横山キクセ　さん ９２歳 安　角

河内　榮次　さん ７５歳 大　石

津野　善朗　さん ７３歳 下　関

�橋　　栄　さん ５７歳 大　島

新野　芳雄　さん ６１歳 下　関

お誕生おめでとうございます

楓　彩
ふ う あ

ちゃん（女） 片　貝

菅原　　健・由美子さん

莉愛來
り あ ら

ちゃん（女） 湯　沢

津野　正樹・芽久美さん

翔　愛
と 　 あ

ちゃん（女） 松　平

石山　裕二・花 織 さん

宜　立
き だ ち

ちゃん（男） 高　田

須貝大次郎・三郁子さん

汐　那
せ 　 な

ちゃん（女） 湯　沢

須貝　秀仁・恵理子さん

�村内いたるところで稲刈りが始まり、
いよいよ秋本番。朝晩は寒いので、風邪
などに注意しましょう。�今月号では、
８月２９日から行われた「第２１回えちご
せきかわ大したもん蛇まつり」の様子を
紹介させていただきました。また、１０
月１２日には、さいたま市での出張パレ
ードもあります。さいたま市でのパレー
ドの様子は、１１月１日号で紹介させて
いただきますのでお楽しみに。（つ）

▲

寿 仁
か ず と

ちゃん（６歳）

賢 人
け ん と

ちゃん（２歳）

春 菜
は る な

ちゃん（６か月）大島淳司さん 恵さん（上野新）

▲


